
「
鶴
岡
市
こ
ど
も
の
遊

び
場
に
関
す
る
協
議
会
」

の
第
１
回
会
議
が

月
10

29

日
、
庄
内
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー

第
２
研
修
室
（
マ

リ
カ
東
館
３
階
）
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

鶴
岡
市
で
は
、
屋
内
・

屋
外
に
お
け
る
こ
ど
も
の

遊
び
場
整
備
の
方
針
を
検

討
し
て
お
り
、
市
民
か
ら

幅
広
い
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
に
、
協
議
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
は

人
で
、
私
立

15

幼
稚
園
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の

保
護
者
代
表
、
公
園
管
理

連
絡
会
に
加
わ
っ
て
い
る

町
内
会
長
の
代
表
や
、
児

童
館
、
障
が
い
者
通
所
施

設
、
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
代
表
等
に
委
員

委
嘱
が
さ
れ
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
東
洋
大
学
・

福
祉
社
会
デ
ザ
イ
ン
学
部

の
仲
綾
子
教
授
が
リ
モ
ー

ト
参
加
し
ま
し
た
。

当
局
の
提
案
に
よ

り
、
委
員
長
に
は
阿

部
真
一
副
市
長
、
副

委
員
長
に
は
清
野
康

子
市
教
育
委
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

講
話
で
は
、
仲
教

授
が
「
こ
ど
も
の
あ

そ
び
環
境
の
デ
ザ
イ

ン
」
と
題
し
、
子
ど
も
の

あ
そ
び
の
意
義
や
、
あ
そ

び
環
境
の
デ
ザ
イ
ン
、
鶴

岡
の
あ
そ
び
環
境
に
つ
い

て
話
さ
れ
、
子
ど
も
の
あ

そ
び
を
支
え
る
人
と
、
ソ

フ
ト
面
の
対
応
に
つ
い
て

の
考
え
や
、
活
気
あ
る
公

園
の
事
例
な
ど
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
が
さ
れ
ま

し
た
。

ソ
ラ
イ
の
無
料
体
験

こ
の
間
、
市
で
は
屋
内

の
子
ど
も
の
遊
び
場
整
備

の
検
討
に
向
け
て
、
子
ど

も
の
保
護
者
の
意
見
を
聞

く
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
親
子
モ
ニ
タ
ー
事
業
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

キ
ッ
ズ
ド
ー
ム
ソ
ラ
イ

の
無
料
体
験
を
、
７
月
13

日
か
ら
９
月

日
ま
で
行

16

い
、
１
０
６
４
組
２
９
３

１
人
が
利
用
し
（
利
用
率

・
４
％

、
ア
ン
ケ
ー

）

86ト
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

無
料
体
験
の
概
要
説
明

で
は
、
利
用
料
金
に
つ
い

て
の
設
問
と
回
答
が
一
例

と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

一
例
で
は
、
キ
ッ
ズ
ド

ー
ム
ソ
ラ
イ
の
適
正
な
利

用
料
の
設
問
に
対
し
、
回

答
で
は
、

●
０
歳
～
２
歳
：
無
料
76

・
１
％
、
有
料

・
９
％

23

●
３
歳
以
上
：
無
料

・
21

８
％

有
料

・
２
％

う

、

（

78

ち
５
０
０
円

・
２
％
）

41

●
付
添
い
の
大
人
：
無
料

・
９
％
、
有
料

・
１

40

59

％
（
う
ち
５
０
０
円

・
33

９
％
）

回
答
・
詳
細
も
含
め
、

次
回
協
議
で
話
し
合
う
と

さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
ど
も
会
議
」
で「
理

想
の
居
場
所
」

ま
た
、
子
ど
も
や
若
者

か
ら
直
接
意
見
を
聞
く
機

会
を
目
的
と
し
た
「
こ
ど

も
会
議
」
も
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

同
会
議
は

「
子
ど
も

、

た
ち
の
理
想
の
居
場
所
を

」

、

考
え
よ
う

を
テ
ー
マ
に

市
内
の
小
中
学
生
８
人
が

４
日
間
に
わ
た
っ
て
協
議

・
視
察
・
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
市
へ
の
提
案
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

「
子
ど
も
会
議
」
が
考

え
た
「
理
想
の
居
場
所
」

と
し
て
、
①
駅
・
駅
前
、

②
交
流
こ
ど
も
セ
ン
タ

、

、

、

ー

③
図
書
館

④
本
屋

⑤
ス
ー
パ
ー
ソ
ラ
イ
、
⑥

野
球
場
、
⑦
フ
リ
ー
ス
ペ

ー
ス
、
⑧
超
ス
ー
パ
ー
ケ

ー
ズ
デ
ン
キ
、
等
が
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

委
員
全
員
か
ら
意
見

意
見
交
換
で
は
、

「
子
ど
も
た
ち
の
理
想
の

居
場
所
の
考
え
に
、
町
内

の
公
園
や
学
校
の
校
庭
、

（
２
面
に
つ
づ
く
）

ݸ
࠸
۳
͕
ܐ
Ԍ
Ɲ
Ɩ
Ŷ
Ƙ
֊
ە
ࡅ
ٶ

▽

月

日
か
ら

日
ま
で
お
こ
な
わ

10

25

29

れ
た
県
議
会
決
算
特
別
委
員
会
商
工
労

働
観
光
分
科
会
で
、
就
職
支
援
の
諸
施

策
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

関利
用
者
数
が
減
少
し
た
原
因
は
、
委
託

先
事
業
所
の
変
更
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
こ
う
し
た
事
業
の
委
託
は
継
続
契

約
す
る
事
が
重
要
で
は
な
い
か
。

ご
指
摘
の

雇
用
産
業
人
材
育
成
課
長

通
り
と
思
う
。
厚
労
省
と
協
調
し
た
事

業
で
あ
り
、
委
託
先
の
選
定
は
厚
労
省

が
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
事
業
の
結
果

な
ど
状
況
を
共
有
し
て
い
く
。

若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
が
お
こ

関な
っ
て
い
る
、
大
学
・
専
門
学
校
・
高

校
な
ど
へ
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

派
遣
事
業
は
、
職
業
選
択
や
労
働
観
の

醸
成
等
に
苦
労
す
る
生
徒
が
早
期
離
職

、

。

に
繋
が
っ
て
い
る
中
で

大
事
な
事
業

全
て
の
高
校
で
周
知
が
必
要
。

実
績
は
１
５
６
件
（
内
訳
は
不

課
長

明

。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
就

）
職
者
の
少
な
い
高
校
以
外
は
高
３
生
に

全
員
配
布
。
他
に
Ｈ
Ｐ
も
開
設
。

学
校
で
よ
く
説
明
し
て
ほ
し
い
。

関

子
育
て
し
な
が
ら
求
職
す
る
女
性

関を
支
援
す
る
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー

ト
の
実
績
は
。

ブ
ラ
ン
ク

働
く
女
性
サ
ポ
ー
ト
室
長

の
あ
る
方
へ
の
再
就
職
支
援
と
し
て
、

パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

講
習
。
面
接
時
な
ど
の
保
育
（
２
１
８

）

（

）

。

人

や
ス
ー
ツ
貸
与

１
１
５
人

も

ス
ー
ツ
が
ス
カ
ー
ト
の
み
と
聞
く

関が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
尊
重
に
も
関
わ
る

、

。

の
で

パ
ン
ツ
も
準
備
し
て
は
ど
う
か

希
望
す
る
人
も
い
る
が
、
体
型

室
長

に
合
わ
せ
て
何
パ
タ
ー
ン
も
揃
え
る
必

、

。

要
が
あ
り

難
し
い
と
説
明
し
て
い
る

予
算
を
拡
充
し
て
準
備
す
る
べ

関
。

。

き

全
国
的
に
も
数
少
な
い
先
進
事
業

周
知
の
強
化
を
一
層
図
っ
て
欲
し
い
。

（

）

県
議

関

徹

２４１８NO.
２０２４．１１．１０
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建築課入札結果（ ）内は予定価格

10月31日入札分

・温海公園トイレ改築工事（湯温海字湯

温海123-1 （入札2業者うち1業者辞退））

(株)和泉工務店 16,000,000円（16,160,0

00円）工期～7/3/14（落札率98.89％）

今
回
の
総
選
挙
は
、
日

本
共
産
党
の
議
席
が

か
10

ら
８
に
後
退
し
ま
し
た

が
、
自
民
・
公
明
与
党
の

過
半
数
割
れ
と
い
う
歴
史

的
結
果
を
生
み
出
し
ま
し

た
。

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
が
決

定
打自

公
を
過
半
数
割
れ
に

追
い
込
む
う
え
で
、
日
本

共
産
党
と
「
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
」
の
貢
献
が
、
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。安

倍
元
総
理
の
「
桜
を

見
る
会
」
や
、
パ
ー
テ
ィ

ー
券
の
裏
金
問
題
を
暴
い

て
き
た
赤
旗
日
曜
版
、
そ

し
て
日
刊
紙
の
「
非
公
認

候
補
に
自
民
党
本
部
か
ら

２
千
万
円
振
込
み
」
報
道

が
決
定
打
と
な
り
ま
し

た
。

日
の
開
票
日
に
は
、

27
党
本
部
に
「
赤
旗
あ
り
が

と
う
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

と
も
に

「
赤
旗
」
購
読

、

の
申
し
込
み
が
殺
到
し
、

開
票
開
始
以
降
の
１
日
余

で
９
０
０
人
を
超
え
た
と

の
こ
と
で
す
。

新
し
い
政
治
プ
ロ
セ
ス

日
本
共
産
党
は
、
総
選

挙
の
結
果
生
ま
れ
た
政
治

状
況
に
つ
い
て

「
国
民

、

が
自
民
党
政
治
に
代
わ
る

新
し
い
政
治
を
模
索
し
、

法
違
反
の
安
保
法
制
な
ど

何
で
も
閣
議
決
定
）
は
で

き
ま
せ
ん
。

企
業
・
団
体
献
金
禁
止

や
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
な

ど
、
こ
れ
ま
で
自
民
党
が

反
対
し
て
実
現
し
な
か
っ

た
こ
と
が
、
国
民
の
た
た

か
い
い
か
ん
で
、
実
現
す

る
道
が
開
か
れ
ま
す
。

年
の
時
と
違
う

07衆
院
で
少
数
与
党
に

２
０
０
７
年
の
参
院
選

で
自
民
党
が
大
敗
し
、
少

数
と
な
り
、

年
に
政
権

09

交
代
が
起
き
、

年
に
自

12

公
政
権
が
復
活
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
、

年
の
時

07

と
は
大
き
く
違
い
ま
す
。

違
い
は
、
自
公
少
数
転

落
が
、
衆
院
で
生
じ
た
と

い
う
こ
と
が
重
大
で
す
。

衆
議
院
で
与
党
が
少
数

の
場
合
、
内
閣
不
信
任
決

議
案
が
通
る
可
能
性
が
高

ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

櫛
引
地
域
の
た
ら
の
き

代
地
内
に
、
民
間
企
業
に

よ
る
大
規
模
な
産
業
廃
棄

物
焼
却
処
理
施
設
の
新
設

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
で
、
田
代
地

区
自
治
会
は

世
帯
全
戸

61

か
ら
集
め
た
反
対
の
署
名

を

月

日
、
事
業
者
で

10

23

あ
る(

株)

管
理
シ
ス
テ
ム

（
本
社
・
酒
田
市
）
と
、

許
認
可
権
を
も
つ
県
に
提

出
し
ま
し
た
。

日
に
は
、
鶴
岡
市
に

31
対
し
て
署
名
簿
の
写
し
と

依
頼
書
を
提
出
し
、
市
の

住
民
理
解
と
積
極
的
な
関

与
を
求
め
ま
し
た
。

４
項
目
の
反
対
理
由

署
名
は

「
新
た
に
現

、

在
の
６
倍
も
の
処
理
能
力

施
設
を
建
設
し
、
更
に
は

廃
油
、
廃
酸
・
廃
ア
ル
カ

リ
と
い
っ
た
液
体
や
大
型

家
畜
の
死
体
焼
却
な
ど
新

規
に
５
種
類
を
追
加
す
る

計
画
に
は
断
固
反
対
し
、

計
画
の
見
直
し
を
求
め

る
」
と
し
、
反
対
理
由
と

し
て
４
項
目
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

①
新
規
立
地
場
所
は
、

田
代
た
め
池
の
南
２
０
０

ｍ
以
内
に
位
置
す
る
場
所

で
あ
り
、
３
千
坪
も
の
敷

地
の
雨
水
は
農
業
用
水
と

し
て
活
用
さ
れ
る
小
黒
川

に
放
流
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
下
流
域
農
地
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
。

②
現
在
稼
働
の
施
設
の

敷
地
内
に
、
産
業
廃
棄
物

を
野
積
み
し
て
い
る
現
状

が
あ
る
こ
と

（
当
初
の

。

説
明
と
相
違
あ
り
）

③
排
出
ガ
ス
中
の
物
質

濃
度
は
、
公
害
防
止
基
準

以
内
で
あ
っ
て
も
、
放
出

総
量
の
大
幅
な
増
大
で
、

周
辺
地
域
へ
の
蓄
積
に
よ

る
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
。④

説
明
会
等
に
お
け
る

資
料
提
供
は
消
極
的
で
あ

り
、
住
民
不
安
の
解
消
が

図
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。

こ
の
問
題
で
は

「
新

、

つ
る
お
か
」
８
月

日
号

25

で
取
り
上
げ
、
産
廃
施
設

で
の
焼
却
か
ら
出
る
排
出

ガ
ス
が
、
雨
水
に
混
じ
っ

て
川
に
流
れ
、
下
流
域
の

羽
黒
・
藤
島
地
域
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
懸
念
が
あ
る

と
報
じ
ま
し
た
。

探
求
す
る
新
し
い
政

治
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま

っ
た
」
と
と
ら
え
て

い
ま
す
。

自
公
が
政
権
を
握

り
続
け
た
と
し
て

も
、
少
数
政
権
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
強
権
政
治
（
憲

（
１
面
の
つ
づ
き
）

公
民
館
や
コ
ミ
セ
ン
な
ど

が
出
て
こ
な
い
の
は
残

念

、」
「
公
園
を
子
ど
も
だ
け
の

遊
び
場
で
な
く
、
大
人
も

余
暇
を
求
め
る
場
と
し
て

の
考
え
が
必
要

、」

「
障
が
い
者
と
そ
の
家
族

が
利
用
し
や
す
い
、
多
様

性
の
配
慮
あ
る
公
園
整
備

を

、」
「
第
２
コ
ミ
セ
ン
整
備
と

併
せ
、
屋
外
の
遊
び
場
・

プ
レ
ー
パ
ー
ク
整
備
を
検

討
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、

出
席
委
員
全
員
か
ら
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
は
「
遊
び
場
整
備

の
方
向
性
の
考
え
方
」
を

協
議
内
容
と
し
て
、

月
12

日
に
開
催
予
定
で
す
。

23
菅
井
巌
議
員
が
傍
聴
し

ま
し
た
。

な
数
の
力
で
悪
政
を
強
行

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

内
閣
不
信
任
決
議
案
が

可
決
さ
れ
れ
ば
、
内
閣
は

総
辞
職
か
、
解
散
・
総
選

挙
と
な
り
ま
す
。

し
か
も
、

年
の
時
と

07

較
べ
、
自
民
党
の
劣
化
と

行
き
詰
ま
り
が
、
は
る
か

に
深
刻
に
な
っ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
今
度
の
新
し

い
政
治
プ
ロ
セ
ス
へ
の
扉

を
開
い
た
の
は
、
日
本
共

産
党
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。国

民
の
声
が
生
き
る
新

し
い
政
治
プ
ロ
セ
ス
を
、

前
に
進
め
る
た
め
に
は
、

強
く
大
き
な
共
産
党
を
つ

く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
、
今
後
と

も
お
願
い
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区
委

員
会
・
党
市
議
団


